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論　文　要　旨

　畿内地域における横穴式石室の採用は、大勢としては５世紀

後半以降のことである。その場合、大王墓等の最有力前方後円

墳における採用は若干後出する可能性がある。現在までのとこ

ろ確実な事例として奈良県高取町市尾墓山古墳があり、６世紀

初頭を前後する時期の成立である。これに近い時期の所産とし

て天理市東乗鞍古墳がある。また石室自体の具体像は不明であ

るが、高槻市今城塚古墳が６世紀前半の所産として注意され

る。

  最有力墳に横穴式石室が採用されるには、前方後円墳の墳丘

といかに構造的に整合性をはかるかの課題があり、石室の祖型

が百済から５世紀後半に伝えられて以降、採用上のタイムラグ

につながったと考えられる。　

　東日本における横穴式石室の採用は、畿内の有力前方後円墳

への採用と期を一にしており、その顕著な地域として伊那谷南

部と上毛野中 ･ 西部地域が指摘できる。畿内地域と両地域との

構築技術上の相関が考えられる。
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初現期横穴式石室から見た畿内と東国

Ⅰ . はじめに

　筆者は以前、上毛野地域（現在の群馬県地域に近い）

の初現期横穴式石室の基礎的整理を行なったことがある

（右島 1983）。６世紀初頭を前後した時期に一定地域の

前方後円墳に一斉に採用されること、それと併せてセカ

ンダリー以下の被葬者が想定される帆立貝式古墳や有力

円墳にも採用されること、石室は前方後円墳は両袖式、

帆立貝式墳以下は袖無式に明確に区分されること、分布

が当地域中・西部に偏在すること等を確認した。ただし、

前方後円墳の多くは詳細な発掘調査が未実施だったこと

もあり、横穴式石室の系譜的検討、墳丘と石室の構造的

連関に対する畿内地域との関係性の追究は十分ではなか

った。表題に付した ｢初現期｣ は、一定地域で最初に登

場した段階を示しており、当然地域間で登場時期に温度

差がある。

　東日本諸地域における横穴式石室の採用は、愛知県西

尾市中之郷古墳や同岡崎市経ヶ峰１号墳のように５世紀

中葉を前後した時期の北部九州系の系譜に繋がる数少な

い事例（土生田 1988）を除けば、いずれも MT15 式期

以降に属する。そのような中、長野県飯田市周辺の伊那

谷南部の地域と上毛野地域中 ･ 西部では、MT15 式期に

当該地域の最大級の前方後円墳をはじめとして地域総体

に採用が及んでおり、特筆される（白石 1988、飯田市

教育委員会 2007、土生田 2009）。この２地域に類する

顕著な登場形態は今のところ他には見いだせない。単に

新たな葬制としての横穴式石室が東日本諸地域に広く拡

散していったとは言い切れないところであり、上記２地

域の特別な歴史的背景を考える必要がある。

　畿内における大王墓等の有力前方後円墳への横穴式石

室の採用は、前述したように６世紀初頭を前後した時期

の所産と考えられている。そこにはヤマト王権による横

穴式石室の公式採用の動きがあったことが想定される。

　５世紀後半の大阪府柏原市高井田山古墳（円墳、径

22m）に始まる中小規模墳への採用には、新たな百済か

らの直接的影響下になされたことが明らかになってきて

いる（安村ほか 1996）。その場合、この時期の百済中

枢では高塚形式の墳丘志向が殆どないことを注意する必

要がある。畿内地域で最初に採用された中小規模墳で

は、百済の地山面を掘り下げて石室を構築する地下式・

半地下式構造がそのまま移入されたと考えられる（吉井

2008）。

　これに対して大王墓を初めとする最有力前方後円墳へ

の採用の場合、高塚形式の大型墳墓への導入であったた

め、中小規模墳採用時期との間にタイムラグが存在した

ことが考えられる。そこに畿内型石室成立の画期点を見

出す土生田純之氏の理解（土生田 1994）に筆者も賛成

である。

　大型前方後円墳への採用の中で筆者が特に注目してい

るのは墳丘築成と横穴式石室の構築基盤構造の関係であ

る。有力前方後円墳への採用では、このことに意が注が

れ、大型墳丘と横穴式石室との整合性がはかられていっ

たことが推測される。白石太一郎氏は前方後円墳と横穴

式石室の関係性について位置的関係を中心にすでに検討

を及ぼしている（白石 2009）。

　大王墓をはじめとする有力前方後円墳に横穴式石室が

採用されるということは、当然墳丘に見合った大型横穴

式石室の成立につながった。それに伴って石室の構築基

盤も強固な構造が必要になってきた。前方後円墳そのも

のの構造、構築過程も大きく変化したことが推測され

る。この検討課題は墳丘の内面的な部分にあたり、表面

上には顕著な変化として表れないためあまり注意にのぼ

ってこなかったきらいがある。

　本稿で中心的に取り上げる上毛野地域の初現期横穴式

石室をめぐる考古資料的状況は前稿以降大きな変化があ

った。前二子古墳・簗瀬二子塚古墳では、保存・整備の

ための念入りな発掘調査が実施された。前橋市王山古墳

では、調査成果の検討が大きく深化した。また富岡市一

ノ宮４号墳、安中市琴平山古墳が新たに加わった。また、

前述したように同じ時期の帆立貝式古墳以下の中小古墳

にも横穴式石室の初現期の事例も増えており、前方後円

墳との構造的関係性の検討が可能になっている。

　さらに６世紀第 2 四半期の築造が推定される藤岡市

七輿山古墳の主体部については従来不分明であったが、

最近詳細な墳丘の３次元測量と地下レーダー探査が実施

され、墳丘規模 ･ 構造、横穴式石室の存在や位置等につ

いての具体的根拠が得られている（城倉ほか 2020）。

　初現期横穴式石室と墳丘の関係性の視点から畿内地域

と上毛野、伊那谷南部地域の諸例を見ていくと、時期的

同時性に加えて、畿内とこれら２地域との間に墳丘構造
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上の親縁性が見えてくるところである。

　以下、墳丘構造と横穴式石室の関係性を中心に該当す

る主要古墳について具体的に見ていきたいと思う。な

お本稿で初現期横穴式石室としているのは、主として

MT15 ～ TK10 式期に属するものである。

Ⅱ . 畿内地域の初現期横穴式石室前方後円墳の
諸例

市尾墓山古墳（奈良県高取町）当該期に属する前方後円

墳の中で、多岐に及ぶ詳細な発掘調査情報が得られてい

る（河上ほか 1984、木場 2007）。墳丘長 66 ｍ（高取

町教育委員会の第２次調査以降で約 76 ｍとなった）の

２段築成の前方後円墳である。墳丘主軸をほぼ東西と

し、後円部で主軸と直交して南に開口する片袖式横穴式

石室である。石室の奥壁中心を後円部中心にほぼ一致さ

せる意図が見て取れる。

　石室は墳丘第１段の上面に乗り、第２段に組み込まれ

ている。前方部コーナー部分での断面観察と石室床面下

部構造の調査の結果、第１段は地山整形により造成し、

その上に盛土構造の第２段が築成されている。石室構築

部分については、この地山整形面上に石室平面規模を一

回り上回る範囲に石敷地形が施され、その上に壁体構築

がなされている。地山整形面でも安定的な構築面が得ら

れるが、これまでにない大型の石室構造であるためさら

に念を入れた石敷の基礎構造としているのだろう。

　石室内に安置されている刳抜式家形石棺の接地面が完

成時の床面であるが、石敷地形面（構造上の基底面）か

ら約 40㎝の高さである。完成した墳丘構造においては、

墳丘第１段の平坦面（基壇面）から約 50㎝下り込む段

構造で石室床面に達している。

　石室構築基盤面である地山整形上面に対して約 1 ｍ

の盛土が施されて最終的な第１段上面が整備され、石室

への入口部が造成されたものと推測される。

　これとは別に、第２段くびれ部付近の断面観察によ

表 1　上毛野地域の主要初現期横穴式石室（古墳番号は図１と共通）

№ 古　墳　名 時　期 墳　形 規　模（m） 石　室 所　在　地
1 簗瀬二子塚 5世紀末～ 6世紀初頭 前方後円 80 両袖 安中市原市
2 後閑 3号 6世紀初頭 円 20 袖無（T字） 安中市下後閑
3 下増田上田中 1号 6世紀初頭 円 12 袖無（T字） 安中市松井田町下増田
4 下増田上田中 2号 6世紀前半 円 19 袖無 安中市松井田町下増田
5 琴平山 6世紀前半 前方後円 48 不明 安中市松井田町小日向
6 一之宮 4号 6世紀初頭 前方後円 48 両袖 富岡市一之宮・田島
7 桐渕 11号 6世紀前半 円 16 袖無 富岡市下高瀬
8 若田大塚 6世紀初頭 円 30 袖無 高崎市若田町
9 少林山台 12号 6世紀前半 円 24 袖無 高崎市鼻高町
10 御部入 18号 6世紀前半 円 14 袖無 高崎市乗附町
11 本郷稲荷塚 6世紀初頭 帆立貝 34.5 袖無 高崎市本郷
12 王山 6世紀初頭 前方後円 75 両袖 前橋市総社町
13 龍海院裏 6世紀前半 円 30 袖無 前橋市紅雲町
14 旧上陽村 24号 6世紀初頭 円 25 袖無（T字） 前橋市山王町
15 羽黒 2号 6世紀初頭 円 20 袖無 伊勢崎市茂呂町
16 正円寺 6世紀前半 前方後円 70 両袖 前橋市堀之下町
17 前二子 6世紀初頭 前方後円 92 両袖 前橋市西大室町
18 荒砥 245 号 6世紀初頭 円 12 袖無 前橋市西大室町
19 洞山 6世紀前半 前方後円 22以上 両袖？ 伊勢崎市赤堀町
20 洞山西北 6世紀初頭 円 不明 袖無 伊勢崎市赤堀町
21 権現山 2号 6世紀前半 円 8.6 袖無（L字） 伊勢崎市豊城町
22 津久田甲子塚 6世紀前半 円 12.5 袖無 渋川市赤城町
23 伊熊 6世紀前半 円 8以上 袖無 渋川市子持町
24 有瀬 1号 6世紀前半 円 7.4 以上 袖無 渋川市子持町
25 四戸 1号 6世紀初頭 円 10 袖無 東吾妻町三島
26 四戸 2号 6世紀初頭 円 12 袖無 東吾妻町三島
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初現期横穴式石室から見た畿内と東国

り、円丘部と方丘部が別々に造られ、その後に両者をつ

ないで墳丘を完成させているとする指摘は、墳丘と石室

の構築過程の具体的工程を確認できる点で重要である。

おそらく、地山整形により墳丘第１段が造成されると、

その後まず石室構築と壁体補強の盛土構造が一体的にな

され、さらにそれを覆う盛土により第２段円丘部が造ら

れ、その後に方丘部が付け足される過程が想定できる。

　畿内地域における有力横穴式前方後円墳の嚆矢に近い

と考えられる当墳において、墳丘主軸を東西とし、東に

後円部を配する２段築成で、第１段は地山整形、第２段

は盛土構造とする横穴式石室前方後円墳の基本スタイル

がすでに成立している点が注意される。

石上神宮・布留遺跡周辺の前方後円墳（奈良県天理市）　

当該地域一帯には、５世紀末葉から６世紀後半に築造さ

れた顕著な大型前方後円墳が数多く認められる。５世

紀末葉の西乗鞍古墳（118m）に始まり６世紀前半の東

乗鞍古墳（83m）、小墓古墳（80.5m）、６世紀中葉～後

半の別所大塚古墳（125m）、ウワナリ塚古墳（128m）、

石上大塚古墳（107m）である。このうち東乗鞍 ･ ウワ

ナリ塚 ･ 石上大塚古墳では横穴式石室が確認され、別所

大塚古墳でも横穴式石室の痕跡を後円部に確認できる。

当地域一帯でこの時期に連綿と充実した前方後円墳が造

られ続けたことは、布留遺跡 ･ 石上神宮との強い関係性

を踏まえると物部氏の族長墓である可能性が強いとされ

ている（白石 2016）。

　そのような背景の中で最初に造られた横穴式石室前方

後円墳が東乗鞍古墳である。早くに石室が開口してお

り、その存在と概要はよく知られていたが、近年の天理

大学及び天理市教育委員会の継続的な詳細調査により具

体的な内容が明確になってきた（山内 2014、小田木編

2022）。

　墳丘は東西方向の丘陵性地形を利用して築造された２

段築成で、東に後円部を配している。近年の一連の基礎

調査で墳丘長 83 ｍであることがわかった。後円部側で

は、墳丘第１段は地山削り出しによる造成を基本として

おり、第２段は盛土構造である。これに対して前方部前

端側は 2ｍ弱の盛土がなされて第１段の平坦面（基壇面）

に達している。東から西に向けて若干下り傾斜の基盤面

であると思われるが、後円部側については基本的には地

山整形により第１段が造成されていると想定できる。後

円部第２段に主軸と直交して位置する横穴式石室は早く

に開口しており、簡易な実測図が作成されている。地山

整形された墳丘第１段上面を構築基盤としていることが

推測される。刳抜式家形石棺の型式等から６世紀前半の

比較的早い時期が想定されている（千賀 1997）。

　東乗鞍古墳の西側に隣接する西乗鞍古墳は、墳丘主軸

を南北とし、北に後円部を配する２段築成である。出土

須恵器、埴輪の特徴から TK47 式期の所産と考えられて

いる。最近、ミューオンラジオグラフィーによる遺構探

査により後円部上段で横穴式石室の存在を想定させる反

応が得られており（石黒 ･ 西藤 ･ 毛登 ･ 石田 2016）、今

後の展開が期待される。いずれにしても、西・東乗鞍古

墳は、継起的に築造された前方後円墳と考えられるの

で、西乗鞍古墳の主体部如何がポイントになってくる。

　なお別所大塚 ･ ウワナリ塚 ･ 石上大塚古墳も、第 1 段

が地山整形、第 2 段が盛土構造で、第 1 段上面を石室構

築基盤としていることが想定できる（泉 2001）。	

今城塚古墳（大阪府高槻市）　長期にわたる考古学的調

査の結果、継体天皇の王墓として間違いないとされる今

城塚古墳では、墳丘構造と横穴式石室の関係が明らかに

されている（今城塚古代歴史館 2020）。

　墳丘主軸をほぼ東西とし、東に後円部が配されてい

る。墳丘長 181 ｍの３段築成（後円部３段、前方部２

段）で、第１段の中途までが地山でそれより上が盛土構

造となっている。築造時期については、出土した須恵器

が MT15 から TK10 式期に属することから継体の崩御年

に近い時期の所産であることがわかる。

　横穴式石室の本体そのものは、伏見地震（1596）を

はじめとする後世の損壊のため失われ、具体的内容を把

握することはできないが、石室構築のための基盤構造

（「石室基盤工」）が遺存していたために概要を推測する

ことができる。基盤構造は後円部第 2 段の上面に施設

されていたことから第 3 段内に位置していたことがわ

かる。基盤構造は一辺約 16 ｍ、高さ約 60㎝の石敷で

強固に構成されている。南に開口するこの時期の通有の

石室よりさらに大型の石室が想定されよう。

　なお、第２段上面に設置されたこの石積基盤構造の直

接下部にくる第１、第２段の盛土構造については、他の

箇所と異なる版築状に近い念入りな下部構造が施設され

ていたことが十分想定されるところである。通常の盛土
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図 1　上毛野地域地域初現期横穴式石室分布 図 2　市尾墓山古墳墳丘図

図 3　市尾墓山古墳墳丘・横穴式石室断面図

図 4　東乗鞍古墳墳丘図 図 5　同左　横穴式石室

図 6　今城塚古墳墳丘（東上空より） 図 7　同左　石室基盤構造
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初現期横穴式石室から見た畿内と東国

工夫がなされていると推測される。

　なお、６世紀後半に成立した列島最大規模の横穴式石

室を有する墳丘長 310m、3 段築成の橿原市五条野丸山

古墳の場合、第 1 段上面を石室構築面としている可能性

が強い（福尾 ･ 徳田 1994）。自然地形を最大限に利用し

た墳丘築成のため墳丘主軸が東西からややぶれるが、石

室は南開口にこだわる。破格の巨石巨室構造であったこ

とが、今城塚のように盛土構造の第２段上面を選択せ

ず、あえて地山面の直接利用につながったものと考えら

れる。

Ⅲ . 上毛野地域の初現期横穴式石室前方後円墳
の諸例

　６世紀初頭を前後した時期、当地域の前方後円墳に横

穴式石室が採用される。安中市簗瀬二子塚古墳、前橋市

王山古墳、同正円寺古墳、同前二子古墳が代表的である。

これらはいずれも MT15 式期の早い段階に属しており、

その成立は一斉に近いものであった。

簗瀬二子塚古墳（群馬県安中市）　場所は上毛野地域の

西方、信濃地域から碓氷峠を越えて関東へと進む中山道

（古代の東山道駅路に近い）の南側で、東流する碓氷川

左岸に位置する。周辺一帯には本墳より古い有力古墳が

全く認められないので、本墳の登場は新たな地域展開に

呼応した動きと推測される。

　墳丘は東西主軸で、東に後円部を配する２段築成で、

全長約 80m である。第１段は周壕底面から上面まで約

2.7m の高さで、そのうちの約 1.7m までは地山整形に

より造成し、それより上位約 1m が盛土構造である。第

1 段、第 2 段とも斜面部には全体に葺石が施されている。

　明治 12 年（1879）に地元民による発掘調査的な行為

により開口され、充実した副葬品が記録、保管されてき

た。石室は両袖式で後円部に位置し、墳丘主軸と直交し

て南に開口する。壁面は川原石による多石構成で、全体

に赤色塗彩が施されている。詳細調査の結果、第１段中

途の旧地表面を構築基盤とし、第１段上面（基壇面）に

開口させている。そのため、羨道入口から２段に下り込

んで玄室部に達することになる。基壇面上に開口させる

ための工夫である。

　ところで、墳丘第２段のくびれ部付近の葺石構造を見

ると、両側とも後円部の葺石面が前方部葺石面との接

構造では到底もたないことが十分推測されるからであ

る。ただし大半が盛土構造からなる第２段上面にこの基

盤構造が造成されたとしても、本来的に大型石室を保持

し切れたのか、石室崩壊の主要因が伏見地震のみに帰せ

られるのかどうかの再検討の必要があるのではないだろ

うか。

　上毛野地域では、高崎市綿貫観音山古墳、伊勢崎市阿

弥陀古墳等の６世紀後半の前方後円墳で盛土構造の墳丘

第１段上面に位置する石室の下部構造部分を徹底して入

念に造成しているのが確認されている（右島 2010）。

勝福寺古墳（兵庫県川西市）　本墳では市尾墓山古墳に

若干後出するMT15～TK10式期に最初の横穴式石室（第

1 石室）が築造された。墳丘主軸をおおよそ南北とし、

後円部を北に配し、墳丘長約 45m を有している。２段

築成の第１段の大半は地山整形により造成されており、

第２段は盛土構造となっている。

　中心的な主体部である第 1 石室は、後円部に位置し、

墳丘主軸とほぼ併行し、異例の北に開口する。片袖式石

室で、基本的には地山削り出しにより造成された第 1 段

上面を構築基盤としている。その際、奥壁背後の状況か

らすると石室の構築範囲について地山面を奥壁背後で約

1m 掘り下げている（大阪大学勝福寺発掘調査団 2007）。

小結　畿内における初現期の横穴式石室前方後円墳で

は、墳丘主軸を東西とし、後円部を東に配する２段築成

で、第１段を地山削り出し、第２段を盛土構造とする。

また横穴式石室は、第１段上面を構築基盤とし、後円部

に位置して、墳丘主軸と直交して南開口する片袖式を基

本スタイルとして成立したものと考えることができる。

その典型例を市尾墓山古墳、東乗鞍古墳、物集女車塚古

墳等に求めることができる。この基本スタイルは、初現

期としたものに続く６世紀後半の事例において一段と定

式化して継続していっている。

　ただし、石室開口方向や墳丘主軸方向には、それ以外

の方式を採るケースも散見し、注意する必要がある。個々

墳に即しての占地条件、成立背景等を考慮していく必要

がある。その場合も２段築成で第１段を地山削り出しと

し、この面を石室構築面としている事例が大勢である。

　そのような中、今城塚古墳は大半が盛土構造の３段築

成で、第２段上面を石室構築基盤としている。確認され

た強固な石敷基盤構造に加え、さらに様々な側面に構造
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図 8　簗瀬二子塚古墳墳丘 図 9　同左　横穴式石室

図 10　王山古墳墳丘 図 11　同左　墳丘を東から望む

図 12　前二子古墳墳丘 図 13　同左　横穴式石室

22



初現期横穴式石室から見た畿内と東国

位置するため、石室全長 16.37m の狭長なものとなって

いる。羨道・玄室の両側壁とも利根川で採取される川原

石による多石構成で、奥壁は幅いっぱいの川原石が２段

まで残る。壁面には赤色塗彩がかろうじて確認できる。

　本墳は、当初記録保存が前提であったため、墳丘の随

所で断ち割り調査を実施した。その結果、墳丘構造の細

部を確認できた。すなわち、築造開始当初は２段築成で

周壕を有する大型円墳として完成させ、一定の時間をお

いて前方部を付け足して前方後円墳とした工程が確認で

きた。そのため、円墳段階の周壕は最終的な前方後円墳

の墳丘下に埋没していた。円墳段階の第１段は、地山整

形の基盤の上に 1m の盛土をし、葺石はない。第 2 段は

すべて石のみで構成され、表面には丹念な葺石が施され

ていた。前方後円墳段階では、第１段平坦面は拡張され

ている。付け足された前方部は両段とも盛土構造で葺石

が施されている。前方後円墳完成時には、前方部との接

合部内に円墳段階の第 2 段の葺石面が隠れてしまうこと

になる。

　石室は、円墳段階の第 2 段中途に床面が位置する状態

で築造されている。第 1 段上面を構築面として石敷地形

がなされ石室本体が構築されたものと推測される。

　円墳から前方後円墳への推移の過程には、いかなる時

間的経過が想定できるのだろうか。筆者は、両者の間に

ある程度の時間的経過は存在したものの、築造当初から

前方後円墳を目途としての構築過程であったと考えてい

る。

　なお、後円部墳頂に配置されていたと推測される大型

の大刀形 ･ 盾形埴輪が第１段上面（基壇面）から転落し

た状態で多量に出土している点は重要である。       

正円寺古墳（群馬県前橋市）　赤城山南麓沿いを南東流

する桃ノ木川左岸にある。墳丘主軸を東西とし、東に後

円部を配する２段築成で、墳丘長約 70m を有している。

後円部に主軸と直交して南開口する両袖式石室がある。

川原石使用の多石構成で、簗瀬二子塚古墳に近い特徴を

有している。

　墳丘は第 1 段が地山整形、第 2 段が盛土構造を基本と

していることが推測され、第２段には葺石が伴う。石室

は第１段上面を構築基盤とし、南に開口している。

前二子古墳（群馬県前橋市）　前橋市の東方、赤城山南

麓に所在する。６世紀初頭から後半にかけての大型の前

合部の内側まで続いているのが確認された。横穴式石

室の構築と一体的に後円部が造られ、その後に前方部

が取り付けられる過程を物語っている。この構造的特

徴は王山古墳でも、より明瞭に確認されている（右島

2001･2017）。

簗瀬二子塚周辺の初現期横穴式石室墳  二子塚古墳から

最大でも 5㎞圏内の至近には、ほぼ同時期の次位以下

に位置づけられる横穴式石室墳が数多く存在する。琴

平山古墳（前方後円墳）、小日向壱丁田Ⅱ-1 号墳（円

墳）、下増田上田中 1･2 号墳（共に円墳）、瀧 1 号墳（円

墳）、後閑 3 号墳（円墳）等である（千田 1994、壁ほ

か 2010、菅原 ･ 壁 2012）。今後、周辺一帯で同様の事

例がさらに増すことは十分考えられる。

　琴平山古墳は主軸を東西とする墳丘長約 50m の前方

後円墳で、後世の削平のため墳丘の基底部付近を僅かに

残すのみであった。地山整形の第１段にも葺石が施され、

削平前の後円部の横穴式石室が知られており、金銅製三

輪玉、馬具類等が出土している。調査では、周壕内から

多量の埴輪が出土しており、石見型盾が注目される。

　後閑３号墳（径約 21m）、小日向壱丁田Ⅱ-１号墳（同

23m）、瀧１号墳（同 15m）は２段築成で両段とも葺石

があり、埴輪列が確認されている。第 1 段は地山整形

で石室構築基盤面としており、第２段は盛土構造である。

後閑３号墳の石室は、袖無式の変形の T 字形式で、壱丁

田Ⅱ- １号墳は袖無式である。

　下増田上田中１・２号墳も２段築成で地山整形の第１

段を石室構築基盤面とする。盛土構造の第２段のみに葺

石が伴う。径約 20m で T 字形石室の 1 号墳には埴輪が

伴い、径約 15 ｍで袖無式の 2 号墳には伴わない。

　これらの横穴式石室墳は、簗瀬二子塚古墳と細部の構

造的特徴も共通にしており、簗瀬二子塚古墳を中核に据

えた共通の築造体制の下に成立したと考えられる。

王山古墳（群馬県前橋市）  前方後円墳終焉後の終末期に

上毛野地域を統括する地位に就いた総社古墳群に属して

いる。その形成の端緒を開いた遠見山古墳（前方後円墳、

87.5m、５世紀第４四半期）に続く６世紀初頭の本墳で

横穴式石室を実現した。

　墳丘主軸を南北とし、南に後円部を配する墳丘長

75.6m の２段築成で、後円部第２段に墳丘主軸と直交し

て東開口する両袖式石室を備える。後円部中心に奥壁が
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図 14　七輿山古墳を東上空から望む

図 15　七輿山古墳地下レーダー探査

図 16　断夫山古墳と七輿山古墳の墳丘比較

図 17　簗瀬二子塚古墳捩り環頭

図 18　後閑３号墳銅製三輪玉 図 19　王山古墳大刀形埴輪

後円部第２段部分に墳丘ラインと直交する
羨道想定部分が見える
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築成を行っている。墳丘第１段は地山整形により造成し、

第２、３段は盛土構造と推測される。

　レーダー探査で明瞭に確認された石室位置は、墳丘主

軸と直交して後円部第２段に造り込まれ、第１段上面に

南開口する。反応したのは羨道部分で、詳細は将来に待

ちたい。巨大な石室である可能性は十分あり、地山整形

により築成された墳丘第１段が構築基盤となっているこ

とは間違いない。

小結　初現期に属する前方後円墳を見てみると、いくつ

かの共通した特徴が見いだせる。古墳の時期が６世紀初

頭を前後した時期に一斉に近く登場する。地山整形によ

り築成された墳丘第１段を石室構築基盤とし、第２段に

造り付けられる。墳丘主軸を東西とし、後円部から南開

口する。石室はすべて両袖式であり、壁面は川原石によ

る多石構成で、壁面赤色塗彩されている。なお、羨道か

ら玄室にかけての天井面が連続しており、段をなさない

点も特徴的である。

　当該前方後円墳の周辺一帯には同時期の中小石室墳が

存在し、構築技術的には前方後円墳と連関しつつも、袖

無式を採用する点で厳密に区分されている。これらも前

方後円墳と同じく地山面を石室構築基盤としている。

Ⅳ . おわりに

　以上、主として畿内地域と上毛野地域で６世紀初頭を

前後した時期に新たに登場する主要横穴式石室前方後円

墳について、墳丘と石室の関係を中心に検討してきた。　

今回は石室そのものの両地域間における比較検討には具

体的に及ぼしておらず、近い将来に期している。従来の

理解では、両地域の石室構造には直接的関係性が見い出

しがたいとしてきたが、登場の契機には、畿内地域の動

向との強い関係性を想定せざるを得ない。このことを踏

まえた上で、石室構造上の親縁性が認められない背景を

検討する必要がある。

　上毛野地域同様に顕著な登場動向を示す伊那谷南部の

場合にも、前方後円墳の墳丘と石室の構造的関係性は、

畿内・上毛野と同様の特徴が見いだせるが、石室の構造

的特徴は上毛野同様直接的関係性は見出せない（飯田市

教育委員会 2007）。いわゆる畿内型石室の畿外地域への

拡散については再考の必要性を痛感している。

畿内と上毛野地域の関係性の深化　５世紀後半に畿内と

方後円墳３基（前二子 ･ 中二子 ･ 後二子古墳）から構成

される大室古墳群の最初に位置する。長期にわたる基礎

的調査、石室修復の結果、墳丘と横穴式石室の構造的特

徴が具体的に把握できた。

　墳丘は東西走向で南西に緩やかに下がる舌状台地を巧

みに利用して形成されている。主軸を東西に取り、東側

に後円部を配する墳丘長 93.7m の２段築成で、後円部

に墳丘主軸と直交して南開口する両袖式石室を有してい

る。第 1 段は中途までが地山整形で上部寄りが盛土構造

である。第 2 段は盛土構造でこちらのみに葺石が施され

る点は正円寺古墳と同じである。

  石室は両袖式で、第１段の中途に位置する旧地表面を

構築基盤としている。石室の奥側から入口側にかけて床

面が 50㎝以上下がっている。これは地山面の傾斜に合

わせて石室を構築した結果である。玄室入口部及び羨道

入口部に板状石材による閉塞石がある。また、玄室から

羨道中途までの床面下には凝灰岩の加工石材を敷き詰め

た舗石構造が認められる。なお、玄室から羨道までの壁

面には赤色塗彩が施されている。

　明治 11 年（1878）の地元民の調査的行為で、副葬品

の出土位置記録と豊富な現物の保存がなされ、捩り環頭

大刀、各種馬具類、土師器・須恵器類等が出土している。

七輿山古墳（群馬県藤岡市）　保存整備に伴う基礎調査

により、６世紀第２四半期に属し、この時期としては列

島屈指の墳丘規模が確認され（志村 1990･1991･1992）、

さらに同時期の名古屋市断夫山古墳との同規模 ･ 規格、

今城塚古墳との相似形が指摘され（若狭 2007･2017）、

大いに注目されて来ている。ただし発掘調査範囲は中堤

を含めた外側部分に限られていたため、横穴式石室の可

能性は指摘されつつも具体的情報は得られなかった。最

近本墳の３次元測量、地下レーダー探査等が実施され、

墳丘の詳細情報と横穴式石室の所在箇所もほぼ確定する

ことができた（城倉ほか 2020）。

　墳丘は、主軸を東西とし、後円部を東に配する３段築

成で、墳丘長約 150m を有している。墳丘を周辺一帯の

微地形の中で見てみると、これを巧に利用して巨大な墳

丘を実現している。古墳の位置は付近を東流する鏑川の

右岸に当たる。河岸段丘面が３段に形成され、その中位

面に位置している。古墳の南側は上位面と接している。

この上位面から中位面にかけてを大規模に造成して古墳
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より注意されてしかるべきである。実際の年代比定等に

ついては議論の余地を残しているが、安閑２年（535）

の緑野屯倉設置記事が時期的にも地域的にも通底してく

る側面を有しているからである。列島規模で見た場合に

も、断夫山古墳とともに今城塚古墳に次ぐ第２位の墳丘

規模であることは、大型横穴式石室、王陵系埴輪の存在

とも併せ、王権の直轄地設定の動きに呼応するものと思

えてならない。

　その場合、ほぼ同時期の成立が推定されている埼玉古

墳群中最大規模の二子山古墳（墳丘長 132m）の最近の

３次元測量・地下レーダー探査により、横穴式石室の

存在が想定されている（城倉ほか 2018、埼玉県立さき

たま史跡の博物館 2023）ことは、墳丘規模の大型化の

問題ともあわせ成立背景を追究する必要がある。その場

合、レーダー探査で想定された位置が、盛土構造上の第

２段上面を石室構築基盤としていることになるので、今

後の具体的検討を待ちたい。

初現期横穴式石室墳と副葬品・埴輪　５世紀第 4 四半期

に成立し、６世紀前半以降に盛期となる捩り環頭大刀

は、継体朝と密接に結びついた副葬品として位置づけら

れており（高松 2006、深谷 2008）、畿内地域とその周

辺及び東海 ･ 北陸地域の分布に注意が向けられている。

上毛野地域が極めて顕著な分布傾向を示している点も注

意する必要がある。副葬品の遺存状態が良好な簗瀬二子

塚古墳、前二子古墳からの出土は注目される。当地域で

は８例が知られている。一方、同大刀の勾金を飾る三輪

玉は、この大刀と一体的なものと理解できるが、その事

例は 16 例を数え、既出の琴平山古墳、後閑３号墳も入

ってくる（徳江 2005、右島 2022）。当該大刀の多さは、

初現期横穴式石室の多さと同じ背景の中での位置づけが

可能である。

　一方、上毛野地域のこの時期の埴輪の趨勢を見ていく

と、捩り環頭大刀をモデルとした大刀形埴輪が器財埴輪

の中で盾・靭・鞆形埴輪等とともに確固たる位置を占め、

墳頂面で主体部の位置を取り巻くように囲繞される配置

形態が普遍化していく（右島 1993）。その先駆的事例

を王山古墳に認めることができる。ヤマト王権が捩り環

頭大刀を新たな威信財として位置づけていく流れに応じ

て捩り環頭大刀をモデルとした大刀形埴輪が極めて盛ん

に樹立されたところである。

上毛野の地域間関係が一段と緊密化する。他地域に先駆

けてこの時期に馬匹生産が本格化することは、同じ動き

を示す伊那谷南部の動向を踏まえると、畿内と東国を

結ぶ東山道駅路の前身に当たる内陸ルートが成立し、緊

密化を促進させたことを推測させる。上毛野地域の保渡

田古墳群の成立の端緒となった井出二子山古墳、北武

蔵地域の埼玉古墳群形成の端緒を開いた埼玉稲荷山古

墳、下毛野地域圏成立の端緒となった摩利支天塚古墳の

それぞれが、新たな地点にほぼ期を一にして登場する

のも同じ文脈の中でとらえられるところである（右島

2008･2019）。上毛野地域で馬匹生産の活発化に歩調を

合わせるかのように埴輪生産、須恵器生産、鉄器生産等

の最先端の生業が展開していくのもその証と解すること

ができる（真鍋 2019、藤野 2019）。

榛名山の大規模噴火と初現期横穴式石室　上毛野地域で

横穴式石室が登場する直前の時期、榛名山が大噴火（榛

名渋川テフラ：Hr-FA）を起こし、大規模な災害が発生

した。被害が最も大きかったのは榛名山東南麓～東麓～

北東麓である。東南麓の一帯は保渡田古墳群（古い方か

ら順に井出二子山→保渡田八幡塚→保渡田薬師塚古墳。

いずれも墳丘長 100m 前後。舟形石棺を埋葬施設とする。

三ッ寺Ⅰ遺跡の豪族居館も帰属）の直接基盤である。５

世紀後半を中心とした時期、当古墳群の勢力が上毛野地

域を主導する存在であったことが十分想定される。この

勢力に関わる地域一帯は噴火後に発生した大規模火山性

泥流の襲来により全農耕地が壊滅的に近い被害を受ける

ところなった。

　ちなみに最も被害が大きかったのは現在の渋川市域が

該当する東麓から東南麓にかけてで、噴火に伴う大規模

火砕流によって大打撃を受け、その後の火山性泥流が追

い打ちをかけるところとなった。

　ところで、保渡田古墳群の周辺一帯には、噴火後の時

期に属する顕著な古墳は全く認められない。すなわち、

初現期横穴式石室は、榛名山東南麓以外の上毛野中・西

部地域に登場してくるわけである。

　上毛野地域に対してより影響力の強い関係性を目論む

ヤマト王権にとって、地域を大きくゆるがす榛名山大噴

火の生起は、新たな展開の直接的契機になった可能性が

ある。

　その意味では６世紀第２四半期の七輿山古墳の成立は
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初現期横穴式石室から見た畿内と東国
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